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希
望
者
が
ぞ
く
ぞ
く

好
評
の
内
職
あ
っ
せ
ん

福
岡
県
内
職
公
共
職
業
補
導
所
の
主

催
で
開
小
た
内
職
講
習
会
は
、
多
数
の

希
望
者
を
集
め
て
説
明
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。こ
の
日
あ
っ
旋
し
た
職
種
は
、
あ
み

も
の
、
ラ
ジ
オ
部
品
の
組
立
、
装
飾
人

形
の
三
種
で
し
た
が
、
家
事
や
育
児
の

あ
い
間
に
で
き
る
仕
事
と
あ
っ
て
奥
さ

ん
た
ち
の
人
気
を
あ
つ
め
て
い
ま
し

た
。こ
の
内
職
の
あ
っ
旋
は
、
各
地
区
の

内
職
の
で
き
る
程
度
の
仕
事
を
も
つ
企

へ

　

　

　

　

（

業
か
ら
希
望
を
と
り
、
そ
れ
を
各
地

の
主
婦
の
方
た
ち
に
紹
介
し
て
い
る

も
の
で
す
が
、
会
社
の
仕
事
量
も
あ

っ
て
、
同
じ
土
地
で
の
講
習
は
一
年

に
一
回
程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

－
お
詫
び
ー

前
号
の
広
報
で
掲
載
し
た
内
職
者

募
集
の
記
事
で
、
時
周
が
入
っ
て
い

ず
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ
と

を
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

町の人口

（50年8月禾現在）

人　口　24，122

男11，706

女12，419

世帯数　7，172
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用　途　地　域　一　部　変　更　の　縦　覧

町では、梅ノ木区一部と吉田ノーの一部を変更したため、この縦覧を次の日程で行ない

ます？

′くわしいことは建設課都市計画係におたずねください。

◇期　日　10月19日－11月1日

◇場　所　　役場建設課都市計画係
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感
剋
瑚
署
毒
又

【
ｌ
…
一
一
酬
い
．
｛
　
臥

意
見
や
要
望
は
こ
の
機
会
に
ど
し
ど
し

防
犯
組
合
役
員
、
青
少
年
関
係
役
職

者
は
、
ぜ
ひ
ご
出
席
く
だ
さ
い
）

。
内
　
容

①
町
防
犯
組
合
長
の
挨
拶

㊥
町
議
会
暴
追
委
員
長
の
挨
拶

⑧
折
尾
警
察
署
長
の
挨
拶

④
質
疑
応
答
（
意
見
・
要
望
も
含
め

て
〕

◎
当
日
は
で
き
る
だ
け
警
察
署
へ
の
意

見
▼
・
要
望
、
質
疑
事
項
を
、
事
前
に

ま
と
め
て
き
て
く
だ
さ
い
。

住
民
の
万
の
中
に
は
防
犯
問
題
（
暴

力
追
放
・
青
少
年
非
行
化
防
止
・
交
通

安
全
な
ど
）
に
つ
い
て
、
い
ろ
ん
な
意

見
や
要
望
を
も
っ
て
お
ら
れ
る
方
が
多

い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

町
防
犯
組
合
で
は
、
こ
の
よ
う
な
こ

と
か
ら
、
皆
さ
ん
の
意
見
・
要
望
・
苦

情
・
疑
問
を
直
接
、
折
尾
警
察
署
の
幹

部
の
万
た
ち
に
話
し
て
い
た
だ
き
、
警

察
と
住
民
と
の
意
志
の
疎
通
を
は
か
り

明
る
い
町
づ
く
り
に
役
立
て
る
た
め
、

移
動
警
察
を
開
設
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

皆
さ
ん
積
極
的
な
参
加
を
お
願
い
し

ま
す
。
。
日
　
時
　
1
0
月
1
5
日
　
1
9
時
か
ら

。
場
　
所
　
水
巻
町
民
会
館
ホ
ー
ル

。
参
加
者
　
全
町
民
を
対
象
（
と
く
に

法
　
律

－
丁

ノ

ノ

■

政

心
配
ご
と

「
合
同

相
談
」

ど
　
ん
　
な
　
こ
　
と
　
で
　
も

お

気

軽

に

ど

う

ぞ

結
婚
の
相
談
お
よ
び
紹
介
を
ご
希

望
の
万
は
、
原
則
と
し
て
近
親
者
ま

た
は
友
人
、
知
人
に
よ
る
介
添
申
込

人
を
定
め
、
次
の
も
の
を
ご
持
参
の

う
え
、
ご
自
身
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
①
結
婚
相
談
申
込
書
㊥
写
真
（
全
身

）
㊥
戸
籍
謄
本
④
印
鑑
⑤
身
体
障
害
者

手
帳
・

〇
受
付
期
間
　
毎
日
9
時
～
1
5
時

○
所
在
地
　
福
岡
市
中
央
区
六
本
松
一

ノ
二
ノ
二
二
　
福
岡
県
社
会
福
祉
セ

ン

タ

ー

（

雷

0

9

2

・

7

5

1

・

3

2

3

9

）

郵
便
貯
金
で

豊

か

な

く

住
　
み
　
よ

い　ら

社　し

会　と

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
悩
み
や

．
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．
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．
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パ
　
心
配
ご
と
で
日
頃
因
っ
て

殉職者の霊を供養

しめやかに日炭殉職者慰霊祭

9月24日‾、水巻中学校上にある日木炭碗殉職者慰霊塔

の前に殉職された家族の方たちをはじめ、伊藤町長、離

職者対策協議会々長稲村丑氏らが出躇し、しめやかに殉

職者の慰霊祭が行なわれました。（殉職者の霊を供養す

芸　る家族の万たち）
鴫ｔｌ■ｌｌｌ■ｌ■ＩｌｌｔＬ）＝ｒｔ■ＥＨＩＩｌｄｍＬｌ事ＬｌｌｌｌｌｌｂｌＨＩＬｒｌｌｌ■ｌｌｌＨＩｌｌＴｑｌｌＬＪＬＬＰＩＬＬＪｌ■ｌｌＬ■Ｊｌｌ1［■Ｊ■ｌｌｌｔｌｌｌｌＨｌｔ

い
る
万
の
た
め
に
弁
護
士

や
専
門
の
職
員
を
招
い
て

次
の
よ
う
な
相
談
を
行
な

い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は

か
た
く
守
ら
れ
ま
す
。
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◇
法
律
巡
回
相
談

弁
護
士
協
会
主
催
に
よ

る
も
の

派
遣
弁
護
士
　
倉
岡
雄

一
、
山
口
英
尚
、
森
元

龍
治
、
合
山
純
篤

◇
行
政
相
談

行
政
や
事
業
の
不
満
・

苦
情
な
ど

◇
心
配
ご
と
相
談

日
常
の
悩
み
や
心
配
ご
と

日

時

　

1

0

月

1

8

日

1

1

　

時

～

1

6

時

場
所
　
水
巻
町
民
会
館
日
本
間

身
障
者
結
婚

相
談
所
を
開
設

す
で
に
4
9
組
の
新
家
庭

福
岡
県
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
で
は

結
婚
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

協
会
が
こ
の
相
談
所
を
開
設
し
て
、

す
で
に
四
九
組
の
新
家
庭
が
誕
生
し
、

明
る
い
家
庭
を
築
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
年
齢
・
学
歴
・
障
害
に
関

係
な
く
、
ど
な
た
で
も
申
込
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。
身
体
障
害
者
で
結
婚
を
望

ん
で
お
ら
れ
る
方
は
、
ど
う
か
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
申
込
手
続
き「

郵
便
貯
金
は
、
明
治
八
年
創
業
以
来

今
年
一
〇
〇
年
を
迎
え
ま
す
。

郵
便
貯
金
は
こ
の
一
世
紀
に
わ
た
り

常
に
国
民
生
活
に
密
着
し
て
、
経
済
生

活
の
安
定
と
福
祉
の
増
進
に
寄
与
し
っ

つ
堅
実
な
歩
み
を
続
け
、
国
の
経
済
社

会
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
て
き
ま
し

た
。貯
金
高
は
現
在
二
一
兆
円
に
達
し
て

お
り
、
こ
の
郵
便
貯
金
と
し
て
預
け
ら

れ
た
資
金
は
、
国
の
財
政
投
融
資
の
主

要
な
原
資
と
し
て
各
方
面
に
融
資
さ
れ

国
民
の
福
祉
増
進
に
関
係
の
深
い
住
宅

の
建
設
、
学
校
建
設
、
公
害
防
止
、
生

活
環
境
の
整
備
、
道
路
、
鉄
道
等
の
建

設
、
中
小
企
業
及
び
農
林
漁
業
の
近
代

化
な
ど
、
国
の
社
会
資
本
の
整
備
、
充

実
に
大
変
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

水
巻
町
で
も
五
藤
一
千
二
〇
〇
万
円

の
融
資
を
受
け
て
い
ま
す
。
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第
1
4
回
青
少
年
競
書
大
会

九
月
二
十
一
日
頃
末
小
学
校
で
、
第

一
四
回
青
少
年
競
書
大
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。こ
の
大
会
は
、
書
を
通
し
て
青
少
年

の
情
操
豊
か
な
人
間
形
成
に
よ
る
健
全

育
成
を
目
的
と
し
、
ま
た
日
頃
の
練
習

成
果
を
発
表
す
る
場
と
し
て
開
か
れ
ま

し
た
。こ
の
日
参
加
し
た
少
年
た
ち
は
．
全

部
で
二
六
一
一
人
、
全
員
配
ら
れ
た
半
紙

に
力
い
っ
ぱ
い
筆
を
踊
ら
せ
て
い
ま
し

た
。人
選
し
た
作
品
は
、
十
月
十
五
日
頃

ま
で
町
民
会
館
ホ
ー
ル
に
展
示
さ
れ
ま

す
。各
学
年
の
特
選
は
次
の
と
お
り
。

審

　

査

　

評

各
学
年
と
も
充
実
し
た
よ
い
作
品
ば

か
り
で
感
心
し
た
。

小
学
一
年
は
特
に
無
邪
気
な
表
現
で

ふ
ん
わ
り
し
た
大
き
さ
が
あ
っ
た
。

二
年
は
こ
れ
に
く
ら
べ
　
「
や
」
と
「
ま

」
と
の
画
が
く
っ
つ
い
た
の
で
書
き
づ

ら
か
っ
た
と
思
う
。

三
年
以
上
は
何
と
し
て
も
ベ
テ
ラ
ン

ぞ
ろ
い
の
感
じ
で
、
筆
使
い
も
結
体
も

ほ
と
ん
ど
作
品
の
差
が
な
く
、
同
一
程

度
で
あ
っ
た
こ
と
は
よ
ろ
こ
ぼ
し
い
こ

と
で
、
順
位
を
つ
け
る
こ
と
に
困
難
を

感
じ
た
。
は
じ
め
て
審
査
に
あ
た
っ
て

児
童
生
徒
の
勉
強
ぶ
り
と
、
先
生
方
の

ご
指
導
の
み
の
り
に
大
い
に
敬
意
を
表

し
ま
す
。

審
査
員
　
有
元
成
竣

お聞かせく　だ

霊コへ
「
目
で
見
る
県
政
教
室
」

参

加

者

を

募

集

イＪ　】上目　人／′　しヱ　＼　ｌ

ｌ＿県政への意見

県
は
、
「
目
で
見

る
県
政
教
室
」
の
参

加
者
を
募
集
し
ま

す
。こ
の
県
政
教
室
と

は
、
県
内
に
在
住

し
、
比
較
的
県
政
に

接
す
る
こ
と
の
少
な

い
人
々
を
対
象
に
、

県
の
仕
事
や
施
設
を

紹
介
し
、
県
政
に
対

す
る
理
解
と
関
心
を

深
め
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
県
政
に
対

す
る
意
見
や
要
望
な

ど
を
直
接
聞
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
県
民

の
声
を
県
政
運
営
に
反
映
さ
せ
て
い
こ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

○
開
催
日
　
十
月
二
十
四
日

○
対
象
者
と
募
集
人
員

・
県
内
在
住
の
二
〇
歳
以
上
の
人

・
Ａ
コ
ー
ス
　
（
福
岡
地
区
）
五
三
人

・
Ｂ
コ
ー
ス
　
（
北
九
州
地
区
）
五
三

人
　
計
一
〇
六
人

○
応
募
方
法
　
往
復
は
が
き
に
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
職
業
・
性
別
・
希
望

コ
ー
ス
を
記
入
し
、
福
岡
県
広
報
室

広
聴
係
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。

○
募
集
締
切
り
　
十
月
十
一
日

ｌ

≡
ニ

≡
≡

≡
ニ

≡
≡

≡
≡

≡
≡

≡
ニ

≡
≡

≡
≡

≡
≡

≡
≡

≡
≡

≡
≡

一
≡

≡
ニ

ニ
≡

ニ
≡

≡
≡
ニ

≡
≡
≡

≡
≡

≡
≡
≡

≡
≡

≡
ｌ
≡

≡
≡
≡

≡

昭
和
5
0
年
度
　
後
期
技
能
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

一
年
　
　
も
お
り
　
ひ
と
み

二
　
年
　
　
ま
つ
い
　
り
つ
こ

三
　
年
　
ご
と
う
り
ょ
う
た
か

四
　
年
　
　
曽
　
根
　
邦
　
子

五
　
年
　
　
石
　
川
　
浩
一

六
　
年
　
　
喜
　
田
　
加
　
代

中
一
年
　
　
石
　
川
　
桂
　
子

中
二
年
　
　
田
　
中
　
志
津
子

中
三
年
　
　
岩
　
崎
　
寿
　
子

県
で
は
、
昭
和
五
十
年
度
後
期
技
能

検
定
及
ぶ
技
能
五
輪
福
岡
県
大
会
を
行

な
い
ま
す
。

◇
実
施
職
種
と
試
験
手
数
料

金
属
熱
処
理
、
機
械
検
査
、
電
子

機
器
組
立
、
建
設
機
械
整
備
、
冷
凍

空
調
機
器
施
工
、
帆
布
製
品
製
造
、

酒
造
、
か
わ
ら
ぶ
き
、
配
管
、
型
わ

く
施
工
、
鉄
筋
組
立
、
ガ
ラ
ス
施

工
、
農
業
機
械
整
備
、
合
板
製
造
、

洋
菓
子
製
造
、
和
菓
子
製
造
、
建
築

大
工
（
六
、
〇
〇
〇
円
）
、
時
計
修

理
、
婦
人
子
供
服
製
造
、
紳
士
服
製

造
、
和
裁
、
寝
具
製
作
、
貴
金
属
装

身
具
製
作
（
五
、
〇
〇
〇
円
）
、
構

造
物
現
図
（
四
、
〇
〇
〇
円
）
、
建

築
製
図
、
機
械
製
図
、
電
気
製
図
（

三
、
〇
〇
〇
円
）

（
　
）
内
は
実
技
試
験
手
数
料
で

こ
の
他
す
べ
て
の
科
目
に
学
科
試
験

手
数
料
一
、
〇
〇
〇
円
が
必
要
で
す

◇
受
験
申
請
書
の
受
付

十
月
六
Ｒ
Ｔ
（
二
十
日

◇
受
験
資
格
・
一
級
技
能
検
定
（
中

卒
実
務
経
験
十
四
年
以
上
）
、
（
高

卒
実
務
経
験
十
二
年
以
上
）
　
二
一
級

技
能
検
定
（
中
卒
実
務
経
験
五
年
以

上
）
、
　
（
高
卒
実
務
経
験
三
年
以

上
）
・
技
能
五
輪
昭
和
三
十
年
一
月

一
日
か
ら
三
十
二
年
十
二
月
三
十
一

日
ま
で
に
生
れ
た
も
の

◇
問
い
合
わ
せ
先

福
岡
県
労
働
部
職
業
訓
練
課
（
魯

0

9

2

　

°

　

7

0

0

1

　

°

　

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ



…冊用　昭和50年10月10日　岬酬酬酬酬酬‖椚冊冊酬ｌⅢ刷広鞠』防就誹云堅（4）

亘］画画画画
二め、10月

職業とこ

（意見書の

紆　「、

主に11月1

ノー　へ　一

一ヽ＼1．、′′

ノ
．一

Ｆ

宅

ｒ

ｌ 1仝明神ケ辻山苦
、．

一．

、ユ′「

ー
′
「
一
＼
」

一

由
㌣

一
十
等

：ｌ㊥吉田示・

．′
㍉ナ一一・、

仁王∴膏蒜

仇社宅
ト

ヽ

牽机年上、机・′′
ｌ

曲　　　川＿一斗∵ナ
・－－＿＿＿．こ⊥〆一‾

－　　　　　　⊥一

丁．’‾1

ｌＪ、、＿

一．一ン／

∴：・さ，√’

／　　一

ノ　　　ーｔ′一

ソ．し－、

ｒ＼〉Ｊ声音㌔
陸準彗Ｌ＿　一、、」⊥」－＿十一ノート一一

11
ユＪ＿1．

3・4・8・

水巻南中

’・　　　　　　・「ｌ、

ｌ

旧

言了‾‘‾1　一二‾；、’雲二，＼

｛鎮十一票露1音字歯左塵
、＿＿Ｌ Ｆ∃坐′∴　　　Ｊ・ｍ ｈｔ．イへ

立屋敷「∵∵団地手、

仁王主君
Ｉ ｌ

二

レ′′、
¶

ｌ

ｌｆ一・一一　　一　一

一幸 て
＼

路線番号 路　 線　 名 起　　　 点 終　　　 占 幅員（Ｍ）

3 ・3 ・1 国 道 3 号線 噴末字櫛筍 立屋敷字小熊 2 8

3 ・3 ・2 ‘若松芦屋福 間線 猪熊字鯨瀬 猪熊字横川 2 5

3 ・3 ・3 芦屋 水巻中間線 古賀字喚山 吉田字月夜待 2 8

3 ・4 ・4 和 田 ・・三ツ頭線 古貿字和田 猪熊字三反間 16

3 ・4 －・5 砂 山 ・丸の内線 古貿字卯月 猪熊字砂山 16

3 ・4 ・6 中橋 ，向野線 頃末字中棉 頃末字向野 18

3 ・4 ・7 鯉 口 ・二線 吉田字後谷 二字迎 16

3 ・4 ・8 三反間岩浪線 吉田字三反問 苫田字 イワゼ 16

3 ・4 ・9 古屋 ・伊左座線 吉田字 ヌメリ石 伊左座垣生地 16
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別表　都市計画を定める土地の区域

こ．ニ

子

鯨瀬・内川端・大下・横川・井地向・三反間・神手・前田・古作

入柳・柿替・砂山・深江

喚山・赤水・貴船下・卯月・小脇・立野添・棚の元・外田・足谷

不動下・黒岩・牟田・土手添・曲ノ下・川端・菅原・満添・五反

田・鶴ノ後・中町・四反町・岩鼻・和田・山ノロ・後平

幸ノ浦・寺田・蔦ケ谷・東河原・江良・釜ケ谷・竹山・向野

櫛筍・新池下・先園・上田・村下・丸の東・丸の西・入用

貴船元・中橋・御猟牟田・垣生江・中庸・中穂外・中隼田・丸

の沖・大平・伏原・柳土手・五反五歩・上稗尻

五反切・浜・鳴ノ内・小熊

引舟・立石・神田・寺島・八反田・池田・高畑・四反丸・金財・

二塚・蛇田・野間・十郎

寺島・道瀕・上前田・垣生地

野間・五反田・宮ノ前・小塚・宮ノ下・井手ノ池・古屋敷・内田

西・川端・迎

後谷・鯉口・垣涜・麻生開・野添・三反間・御給地・羅漢前・村

前・漱・月夜待・柳土手・イワゼ・曲り・長畑・紙袋・広面・松ケ

谷・片山・月夜待

1耳了Ｔ、＼√ノ　＼、

尋＋「、尋呈、二
1　′’‘‾一

言尋で∴与亘
7．．

1

＿●●●

＼
、∴：・▲●で●

Ｔ ｌ、、．㌧・’・、≒

画囲画画恒
水巻町都市計画道路案の縦覧

町では、水巻町都市計画道路を別図のとおり決完

19日から11月1日まで関係者の縦覧に供します。

この案についてご意見のある方は、住所、氏考、
の案についての意見を具体的に書いて提出してくた

様式は都市計画係に用意しています。）

1．都市計画の種類

水巻都市計画道路 ／‾ヽ

2・都市計画を定める土地の区域
別表のとおり

3．縦覧の場所

・福岡県都市計画課

・水巻町建設課都市計画係
4．意見書提出先および提出期限

意見を提出される方は、水巻町建設課都市

日までに提出してください。

て一卜′北九州市
し　′て・　　　　　　　　、「

′

′

．＿．（　‾’“

、、Ｊ‾
二・三ツ頭区

一．．．Ｙ

ｒ・・・　′

茜埠区一ら一．七．3一

ニー’「†∵－‾・！樋口
Ｊゝ

‾⑳二＼亘
3．・4・4

、ノ猪熊・

一一‾’1

・
㍉
－
．
．

、く

古賀

．

ここ・

ヽヽ

遠　　　　賀一　　寸

・‘一　ノ　ヽ．．．

．．く・　√、Ⅰ、′Ｊ’、一・一ｌ

‘＼　　ノ1・1　　　　　、∵一

＿‥．一‥…．二二二二三工主；云ユニ：ユニ唐ニ‡÷∵二‾
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郵
便
局
か
ら
送
金
も
で
き
ま
す

送
　
料

税
は
イ
ヤ
な
も
の
と
い
う
観
念
は
、

ど
う
し
て
も
拭
い
き
れ
な
い
も
の
が
あ

り
ま
す
ネ
。
し
か
し
、
学
校
が
建
ち
、

橋
が
生
ま
れ
、
道
路
が
で
き
る
の
も
税

の
お
か
げ
で
あ
る
こ
と
も
事
実
で
す
。

市
民
社
会
に
と
っ
て
、
と
て
も
大
切

な
も
の
が
税
金
な
の
で
す
。

そ
こ
で
、
納
税
が
楽
に
で
き
る
（
自

主
納
税
）
よ
う
に
と
、
水
巻
町
で
は
い

ろ
い
ろ
工
夫
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
う

ち
の
一
つ
に
次
の
よ
う
な
方
法
が
あ
り

ま
す
。お
仕
事
の
関
係
や
家
の
都
合
で
役
場

に
行
く
ヒ
マ
が
な
い
か
た
に
、
郵
便
局

か
ら
振
替
用
紙
で
送
金
す
る
方
法
が
あ

り
ま
す
。
送
料
は
役
場
が
負
担
し
ま
す

の
で
、
と
て
も
便
利
で
す
。
近
所
に
郵

●
　
　
　
　
　
●

は

　

タ

　

ダ

便
局
が
あ
る
の
で
と
い
う
か
た
も
、
誰

で
も
利
用
で
き
ま
す
。

振
替
用
紙
送
れ
と
電
話
（
6
0
1
～

4
3
2
1
か
ら
収
納
係
へ
）
し
て
く
だ

さ
れ
ば
直
ぐ
に
お
届
け
し
ま
す
。
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

ゴ柚ｎｌ日用日日‖日日川州ｌ間Ｉｌ川川1日目ＨＨＨｌ川Ｈｌ日日ｔ

ー
公
衆
衛
生
大
会
－

遠
賀
・
中
間
公
衆
衛
生
協
会
で
は

し
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
こ
の
事
業

の
一
環
と
し
て
、
次
の
日
程
で
公
衆

衛
生
大
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
一

◇
日
時
　
1
0
月
2
3
日
1
3
時
3
0
分
か
ら

◇
場
所
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館
（
遠

賀
町
役
場
隣
）

私
た
ち
が
豊
か
で
文
化

的
な
生
活
を
楽
し
む
生

九

活
環
境
を
築
く
た
め
　
「

に
、
各
行
政
機
関
並
び

」

◇
講
演
　
「
暮
ら
し
の

中
の
精
神
衛
生
」

講
師
　
福
岡
県
精
神

衛
生
協
会
長
、
九
州

日日用ｌ

に
各
関
係
業
界
と
の
調
和
を
図
り
な

が
ら
、
住
民
の
理
解
と
協
力
を
得
て

公
衆
衛
生
思
想
の
啓
蒙
開
発
に
努
力

萱
ｌ
≡
三
≡
】
三
≡
－
≡
－
三
三
≡
三
≡
≡
≡
三
≡
ｌ
≡
ｔ
一
三
ニ
三
三
一

般
住
民
の
万
が
多
数
参
加
さ
れ
認
識

を
深
め
ら
れ
ま
す
よ
う
お
す
す
め
し

ま
す
。

大
学
名
誉
教
授
桜
井
図
南
堆
先
生

◇
主
催
　
遠
賀
．
・
中
間
公
衆
衛
生
協

会

危
険
物
取
扱
者
試
験
と

受
験
準
備
講
習
会

◎
試
験

・
試
験
期
日
　
1
1
月
9
日

・
種
類
　
甲
種
、
乙
種
4
・
5
・
6
の

各
類
及
び
丙
種

・
試
験
地
　
北
九
州
大
学
・
八
幡
大
学

・
願
書
受
付
期
間
と
受
付
場
所

福
岡
県
民
生
部
消
防
災
害
課

1

0

月

1

3

日

～

1

4

日

北
九
州
市
消
防
局

1

0

月

1

5

日

～

1

6

日

郵
送
に
よ
る
受
付
け
は
、
1
0
月
1
3

日
か
ら
1
8
日
ま
で
の
間
の
消
印
の
あ

る
も
の
に
限
り
受
付
け
ま
す
。

◎
受
験
準
備
講
習
会

・
講
習
期
日
　
1
0
月
2
7
日

・
受
付
期
間
　
1
0
月
6
日
～
2
6
日

・
講
習
場
所
　
遠
賀
町
旧
公
民
館

受
験
お
よ
び
講
習
に
つ
い
て
の
詳
細

は
、
遠
賀
郡
消
防
署
予
防
課
に
お
た
ず

三
二
三
〓
≡
三
三
三
三
三
三
二
三
二
二
ｌ
三
三
三
三
三
〓
三
二
　
三
二
二
三
　
こ

ね

く

だ

さ

い

。

（

晋

0

9

3

2

9

・

3

・

1

2

3

1

）

防
　
火
　
管
　
理
　
者

資
格
取
得
講
習
会

柵
を
超
え
て
中
で

遊
ば
な
い
よ
う
に

上
二
の
南
保
育
園
か
ら
伊
佐
座
の

ポ
ン
プ
場
に
か
け
て
の
曲
目
バ
イ
パ

ス
に
は
、
危
険
防
止
の
た
め
柵
を
設

け
て
い
ま
す
が
、
柵
を
超
え
て
中
で

遊
ぶ
子
ど
も
が
増
え
て
い
ま
す
。

雨
が
降
る
と
川
の
へ
り
は
す
べ
り

や
す
く
、
大
変
危
険
で
す
。
幼
児
や

児
童
の
い
る
家
庭
で
は
注
意
を
す
る

と
と
も
に
、
こ
こ
で
遊
ん
で
い
る
子

ど
も
を
見
か
け
た
ら
声
を
か
け
、
そ

の
場
所
で
は
遊
ば
な
い
よ
う
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

◇
日
時
　
1
1
月
4
日
～
5
日
、
い
ず
れ

も
9
時
～
1
6
時
ま
で

◇
場
所
　
遠
賀
郡
消
防
署
講
堂

◇
受
講
対
象
者
　
防
火
管
理
者
を
必
要

と
す
る
事
業
所
の
関
係
者
、
ま
た
は

事
務
上
防
火
管
理
知
識
が
必
要
な
人

◇
講
習
予
定
人
員
　
八
五
名
（
定
員
に

な
り
し
だ
い
締
切
り
ま
す
）

◇
申
込
方
法
　
十
月
二
〇
日
～
二
五
日

ま
で
に
申
込
書
・
写
真
一
葉
・
テ
キ

ス
ト
代
二
千
円
を
添
え
て
、
遠
賀
郡

消
防
署
予
防
課
（
魯
0
9
3
2
9
・

3
・
1
2
3
1
）
　
に
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

コ
福
岡
県
行
政
書
士
試
験
二

試
験
は
筆
記
試
験
と
し
、
科
目
は
次

の
と
お
り
で
す
。

①
　
行
政
書
士
の
業
務
に
関
し
必
要
な

法
令
、
㊥
・
一
般
常
識
、
㊥
作
文

・
日
時
と
場
所「

二
三
〓
二
三
ｌ
Ｉ
一
三
三
三
三
三
三
享
ｌ
三
三
一
三
－
三
三
こ
三
宝
ｌ
嵩
1

1

1

月

2

1

′

日

　

1

3

時

～

1

6

時

福
岡
市
中
央
区
天
神
一
ノ
一
四
ノ
一

日
本
生
命
福
岡
ビ
ル

・
申
込
方
法

受
験
願
書
一
部
・
写
真
（
五
セ
ン
チ

×
四
セ
ン
チ
）
・
履
歴
書
・
受
験
資
格

を
有
す
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
面
・
受

験
手
数
料
千
円
を
添
え
て
県
総
務
部
地

方
課
に
提
出
す
る
こ
と
。

・
申
込
受
付
期
間

1
0
月
1
3
日
～
3
1
日
（
9
時
か
ら
平
日

は
1
7
時
、
土
曜
日
は
1
2
時
3
0
分
ま
で
）

受
験
手
続
き
に
つ
い
て
の
お
た
ず
ね

は
、
県
総
務
部
地
方
課
（
0
9
2
・
7

5

1

・

1

7

1

6

）

　

へ

。

水

巻

町

職

員

採
用
試
験
の
中
止

水
巻
町
は
財
政
状
況
の
悪
化
な
ど
種

々
の
事
情
に
よ
り
、
昭
和
五
十
一
年
度

に
職
員
を
採
用
す
る
予
定
は
あ
り
ま
せ

ん
。こ
の
た
め
、
例
年
十
、
十
一
▼
月
頃
に

実
施
し
て
い
た
職
員
採
用
試
験
は
今
年

は
中
止
し
ま
す
。
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差

別
　
の
　
な
　
い
　
明
　
る

同

和

問

題

を

正

し

く

認

識

し

　

よ

う

同

対

審

答

申

か

ら

前
回
ま
で
に
述
べ
た
戦
後
の
同
和
対

策
を
戦
前
の
そ
れ
と
比
較
す
れ
ば
、
一

歩
前
進
し
た
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
正
当
に
評
価
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

本
審
議
会
は
、
以
上
概
観
し
た
同
和

対
策
の
経
過
に
か
ん
が
み
、
こ
れ
ま
で

政
府
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
た
行
政
施
策

に
対
し
次
の
よ
う
な
総
括
的
評
価
を
行

な
っ
た
の
で
あ
る
。

①
　
明
治
の
末
か
ら
大
正
の
初
め
頃
ま

で
の
政
府
に
よ
る
同
和
対
策
は
、
治

安
維
持
と
窮
民
救
血
の
見
地
か
ら
行

な
わ
れ
た
行
政
施
策
で
あ
っ
て
、
そ

の
基
本
的
性
格
は
玄
善
的
恩
恵
的
な

も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
否
め
な
い
。

こ
と
に
、
当
初
地
方
改
善
行
政
の
一

環
と
し
て
行
な
わ
れ
た
部
落
改
善
施

策
は
、
観
念
的
、
形
式
的
な
指
導
と

奨
励
に
よ
る
風
俗
矯
正
に
と
ど
ま
っ

た
き
ら
い
が
あ
っ
た
。

㊥
　
大
正
の
中
頃
全
国
的
に
勃
興
し
た

自
主
的
な
改
善
運
動
は
同
和
地
区
住

民
の
自
覚
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
っ
た
が

政
府
は
そ
れ
に
こ
た
え
て
改
善
施
策

を
積
極
的
に
行
な
う
こ
と
を
せ
ず
、

限
ら
れ
た
わ
ず
か
な
予
算
で
改
善
事

業
を
行
な
っ
て
い
た
に
す
ぎ
な
か
っ

ナ

Ｌ

ｅ

Ｊ
・
ｌ

④
　
政
府
が
同
和
問
題
の
重
要
性
を
認

町

　

を

Ｔ

ｌ

識
す
る
に
至
っ
た
契
機
は
、
米
騒
動

と
水
平
社
運
動
勃
興
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
明
治
時
代
か
ら
現
代
に
至
る

ま
で
一
貫
し
て
、
政
府
の
同
和
対
策

は
、
深
刻
な
苦
悩
に
根
ざ
す
同
和
地

区
住
民
の
大
衆
的
な
運
動
に
刺
激
さ

れ
、
そ
れ
に
対
応
す
る
た
め
の
宥
和

の
手
段
と
し
て
行
な
わ
れ
た
場
合
が

多
か
っ
た
。

④
　
従
来
、
政
府
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ

た
同
和
対
策
と
し
て
の
具
体
的
な
行

政
施
策
は
応
急
的
で
あ
っ
て
、
長
期

の
目
標
に
基
づ
く
計
画
性
と
複
雑
多

岐
な
脚
面
を
持
つ
同
和
問
題
に
即
応

す
る
総
合
性
と
に
欠
け
て
い
た
こ
と

は
否
定
で
き
な
い
。

⑤
　
現
段
階
に
お
い
て
も
、
同
和
対
策

は
一
般
行
政
に
此
し
複
雑
困
難
な
問

題
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
か
の
感
が

あ
る
が
、
そ
の
正
し
い
位
置
づ
け
が

な
さ
れ
な
い
と
差
別
的
な
特
殊
行
政

「

と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
政
府
に
よ

っ
て
基
本
政
策
の
中
に
同
和
対
策
を

明
確
に
位
置
づ
け
、
行
政
組
織
の
す

べ
て
が
直
接
間
接
に
抜
本
的
解
決
を

促
進
す
る
た
め
機
能
す
る
よ
う
な
態

勢
を
整
備
し
確
立
す
る
必
要
が
あ

る
。

⑥
　
国
と
地
方
公
共
団
体
の
同
和
対
策

が
一
本
の
体
系
に
系
列
化
さ
れ
、
政

府
・
県
・
町
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に

応
じ
た
行
政
施
策
の
配
分
が
行
な
わ

れ
、
国
が
地
方
公
共
団
体
の
財
政
上

の
負
担
を
軽
減
す
る
配
慮
が
十
分
に

な
さ
れ
る
ご
と
き
組
織
的
な
同
和
対

策
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
、

大
き
な
欠
陥
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
。

⑦
　
国
の
予
算
に
計
上
さ
れ
る
同
和
対

策
経
費
は
逐
年
増
額
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
同
和
問
題
の
根

本
的
解
決
を
は
か
る
た
め
に
必
要
な

ば
、
ま
ず
国
が
同
和
対
策
の
た
め
に

投
入
す
る
国
庫
支
出
は
そ
の
社
会
開

発
的
意
義
と
価
値
を
正
し
く
認
識

し
、
飛
躍
的
増
大
を
は
か
る
こ
と
こ

そ
最
も
必
要
な
こ
と
で
あ
る
。

⑧
　
以
上
の
評
価
に
た
つ
と
、
同
和
問

題
の
根
本
的
解
決
を
目
標
と
す
る
行

政
の
方
向
と
し
て
は
、
地
区
住
民
の

自
発
的
意
志
に
基
づ
く
自
主
的
運
動

と
緊
密
な
調
和
を
保
ち
、
地
区
の
特

殊
性
に
即
応
し
た
総
合
的
な
計
画
性

を
も
っ
た
諸
施
策
を
積
極
的
に
実
施

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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経
費
と
し
て
は

僅
少
で
あ
っ

た
。
真
実
に
抜

本
的
解
決
を
意

図
す
る
な
ら

初期消火に備えて

今回は、初期消火がいかに重要かについて

おはなＬＬます。

燃える物によってちがいますが「ふすま」

、や「壁面」を燃えあがった火が天井に燃えう

つるまでの時間は3分から5分くらいありま

す。

備えつけの消ノ署ｒや消少バケツがあれば、

この間に十分消すことができます。

初期消ノをよりスムーズに行なうため、次

の物を準備しましょう。

（1）消火許や消ノく‘バケツを備えましょう。

す消火器の有効期限が切れてないか確認し

ましょう。

㊥消火器の使用1法をふだんから知ってお

きましょう。

㊦消火器は検定合格品を使用しましょう。

（2）ふだんから風呂桶の中に水を十分たくわえ

たり、防火用水の用意をしておきましょう

（3）水道のじゃ口にはホｒスなどをそ、なえて

おきましょう。

※管内火災・救急発生状況（昭和0年1月1日～昭和50年8脚日まで日は8月分）

志 望 水　 巻 芦　 屋 岡　 垣 遠　 賀 合　 計

救　 急 23 6　㈱ 173 （35） 121 （1幼 133　位1） 663 （118）

火　 災 18 （6 ） 4 （1） 12 （0 ） 8 （1） 42 （8 ）

開庁15周年記念

10月19日、9時～16時まで開放

10月19日、航空自衛隊芦屋基地では、基地開庁15周年を記念して、基地を開放

し救難ショーや映画会など多彩な行事を催します。
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≡
　
母
子
保
健
相
談
ニ

◇
日
時
　
1
0
月
1
7
日
　
9
時
3
0
分
～
1
1

時
3
0
分

◇
会
場
　
吉
田
団
地
公
民
館

◇
内
容
　
乳
児
の
身
長
、
体
重
測
定
、

育
児
相
談
指
導
、
家
族
計
画

指
導

乳
児
検
診
以
外
の
方
も
多
数
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
ま
た
器
具
、
薬
品
に
つ
い

て
も
苦
手
準
備
し
て
い
ま
す
。

一
一
成
人
病
の
検
診
　
二

日
分
の
健
康
は

自
分
で
管
理
を
…
…
…

町
で
は
、
次
の
よ
う
に
各
地
区
を
巡

回
し
て
成
人
病
の
検
診
を
行
い
ま
す
。

誘
い
合
わ
せ
て
も
よ
り
の
会
場
で
検
診

を
お
受
け
く
だ
さ
い
。

検
診
に
は
自
覚
症
状
の
有
無
に
か
か

わ
ら
ず
、
自
分
の
健
康
を
定
期
的
に
確

め
、
安
心
し
て
働
く
た
め
に
も
積
極
的

に
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
と
会
場

1

0

月

1

4

日

1

0

月

1

4

日

1

0

月

1

5

日 9

時

3

0

分

～

1

1

時

3

0

分

猪
熊
公
民
館

1

3

時

3

0

分

～

1

5

時

古
賀
公
民
館

9

時

～

1

1

時

3

0

分

遠
賀
保
健
所

1

0

月

1

6

日

　

9

時

3

0

分

～

1

1

時

3

0

分

吉
田
ノ
二
公
民
館

1

0

月

1

6

日

　

1

3

時

3

0

分

～

1

5

時

み
ず
ほ
団
地

内
容
　
血
圧
測
定
、
検
尿
、
健
康
相

談
指
導
（
精
密
検
査
は
必
要
と
認

め
れ
ば
、
心
電
図
、
眼
の
検
査
を

行
う
）

料
金
　
無
料

校
、
公
園
、
公
営
住
宅
、
道
路
、
港

湾
、
市
場
な
ど
）
を
題
材
と
し
た
明

る
い
作
品

・
サ
イ
ズ
　
カ
ラ
ー
は
ス
ラ
イ
ド
3
5
ミ

リ
以
上
白
黒
は
四
ツ
切
り

・
作
品
の
受
付
　
郵
便
局
の
保
険
窓
口

・
締
切
　
5
1
年
1
月
1
6
日

そ
の
他
詳
し
い
こ
と
は
、
、
郵
便
局
の

保
険
課
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

一
一
法
　
令
　
講
　
習
　
会
二

交
通
安
全
協
会
で
は
、
次
の
日
程
で

潰
令
講
習
会
を
行
な
い
ま
す
。
ふ
る
っ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

な
お
、
前
号
で
お
知
ら
せ
し
た
場
所

が
変
更
に
な
り
ま
し
た
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

◇
場
所
　
頃
末
小
学
校
講
堂

◇
日
時
　
1
0
月
2
2
、
2
9
日
午
後
7
時
～

－
お
　
礼
－

香
典
返
し
と
し
て
次
の
方
か
ら
社
会

福
祉
協
議
会
に
ご
寄
贈
が
ぁ
り
ま
し

た
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
と

と
も
に
あ
っ
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

高
松
区

政
佐
田
蔵
大
殿
　
森
本
年
睾
殿

吉
田
団
地

故
重
任
正
登
殿
　
重
任
　
泉
殿

吉
田
ノ
三
垣
添

故
永
松
草
次
殿
　
永
松

社交ダンス講習会と

ダンスパーティ　ー

「
か
ん
ぽ
資
金
」
の

写
真
コ
　
ン
ク
ー
ル

・
テ
ー
マ
　
簡
保
資
金
融
資
施
設
（
学

戦
没
者
　
合
同

過
ぎ
し
大
戦
に
お
い
て
戦
没
さ
れ
た

方
に
対
し
、
水
巻
町
戦
没
者
合
同
慰
霊

祭
を
つ
ぎ
の
と
お
り
行
な
い
ま
す
。

ご
遺
族
を
は
じ
め
町
民
の
皆
さ
ま
の

慰

霊

祭

ご
参
列
を
お
頗
い
い
た
し
ま
す
。

日
時
　
1
0
月
2
3
日
　
午
前
1
0
時

場
所
　
水
巻
町
民
会
館
ホ
ー
ル

町教育委員会と町胃年団体協議会は、次の日程で社交ダンス

の講習会を開きます。ふるってご参加ください。
◇日時10月14・21・28日、11月11・18・25日、12月2・9日
いずれも20時から22時まで、12月13日にはチャリティダンス

パーティ細を開きます。
◇場所　町民会館ホール

主催：教育委員会・町青協

10　月　の

し尿汲取予定日

1日　猪熊、頃末

2日　猪方臥頃末

3日　猪熊、唐ノ熊県住、片山、ぬめり石

4日　樋口、鯉口、御輪地、車返し　ノ

6日　高松区、三ツ頭区、樋口、垣添、中央

区

7日　高松区、三ツ頭区、猪熊、中央区、緑

風園

8日　高松区、三ツ頚区、頃末（15・18・25

区）、頃末（6・11・14区）、川端商

店街、苫田県道筋

9日　頃末（6・11・14区）、川端商店街、

伊左座、立屋敷、上二、下二

11日．古賀

13日　机、う月、吉田本村、車返し

14日　吉田大橋、上二、下二町住、宮ノ下社

宅

15日　猪熊、頃末（6・11・14区）、机社宅

17日　頃末（15・18・25区）、松栄荘、吉田
団地

18日　頃末（15・18・25区）、松栄荘、机、

う月、吉田団地

美吉野、猪熊町住、富田田地
古賀県住、吉田団地

下二、伊左座、書田

下二、伊左座、吉田

日
　
日

0
　
1

2
　
2

22日　梅ノ木区、上二、

本村

23日　梅ノ木区、上二、

本村

24日　古賀区、梅ノ木区

古賀区、梅ノ木区

古賀区、猪熊

日
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ロ

発

行

人

　

水

巻

町

長

伊

藤

衛

門

　

口

鰯

集

　

水

巻

町

住

民

相

談

室

　

（

電

話

6

0

1

－

4

3

2

ｇ

…28日　鯉口区、樋口、古賀、みずほ
書29日　鯉口区、頃末（6・11・14区）、みず≡

ほ、下二幼稚園噂り

書30日　鯉口区、机、う月、下二幼稚園通り

≒31日　猪熊、樋口

㌔ｔｔ

日　曜　在　宅　医

10月12日　坂口　医院　婦人科　頃　末　601・2943

19日　楠本　医院　内・児科　大鰐橋　093・24・0385

26日　村田　医院　内・児科　頃　末　691・0745

11月2日　永松　医院　耳鼻科　頃　末　691・0386

診察時間は9：00－17：00、原則として往診はいたしま

せん。

□
　
印
　
刷
　
冷
　
牟
　
田
　
印
　
刷
　
合
　
資
　
会
　
社


